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第1章  あら便利！編集印刷 Pro の概要 
 

第1節 製品の概要と機能について 
 

『あら便利！編集印刷 Pro』(以下「編集印刷 Pro」)は、割り付け、複合印刷に加え

て、印刷イメージを保存したり、印刷が可能なデータであれば、どんな形式のデータでも

同じページ内に自由に割り付けて印刷したりする機能を備えています。 

割り付けた印刷データの削除やレイアウトの変更も簡単に行える他、複数の写真をサム

ネイル化して印刷したり、インク/トナーを節約したりする機能、文書に“すかし”を挿入し、

複写を防止する地紋機能等、印刷時にあると便利な機能を搭載したソフトです。 

 

■ 様々な書式の印刷データを1ページ内に割り付けて印刷する複合印刷機能 

■ 割り付けた印刷データの編集（レイアウト変更）機能 

■ 写真データのサムネイル（8/16/32 分割）印刷 

■ ヘッダー/フッダー、ページ番号の挿入機能 

■ インク/トナーの節約印刷機能 

■ 印刷時にすかしを挿入し、文書の複写を防止する地紋機能 

■ 印刷イメージ、描画オブジェクトの保存機能 [NEW] 

■ テキスト、図形、線、画像等を挿入できる編集機能 [NEW] 

■ 指定した領域の強調表示(マーキング)や塗りつぶし機能 [NEW] 

■ テキストファイルのデータを指定領域に割り当てる差し込み印刷機能 [NEW] 

 

 

第2節 動作環境 
 

対応OS 日本語Windows 10/8.1/8/7/Vista（32/64ビット） 

対応機種 上記OSが稼働するPC 

CPU Pentium 1GHz以上のインテル互換CPU 

メモリー 1.5GB以上 

ディスク容量 20MB以上 
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第3節 注意事項 

 
■ インク/トナーの節約は、印刷した結果の実質的な節約率を保証するものではあり

ません。プリンタやトナー/インク、利用状況により結果は異なります。 

■ 古いプリンタドライバを使用している場合、節約印刷の品質面で期待した結果が

得られない場合があります。その際には最新のプリンタドライバに変更してみてくださ

い。最新のプリンタドライバはメーカーのホームページ等から入手できます。また、印

刷データの内容やプリンタにより、思ったような印刷品質がでない場合があります。 

■ CD/DVD レーベル印刷など、一部の特殊な印刷は、「編集印刷 Pro」を経由す

ると正しく印刷されない場合があります。その場合には、確認画面上で「プリンタに

直接印刷する」を選択して印刷を行ってください。 

■ PCのメモリー不足、CPUのパワー不足、または、接続インターフェースの速度などに

より節約処理に時間が掛かる場合があります。 

■ 「Internet Explorer」等の一部アプリケーションでは、印刷時に確認画面を閉じた 

後、確認画面の残像が稀に残る場合があります。印刷が終了すると残像は消え

ます。表示上の問題だけであり、印刷処理自体には問題はありません。 

■ プリンタドライバや環境に依存しませんので、インクジェット、レーザ、複合機など、ほ

とんどのプリンタで利用が可能です。ドットマトリクスプリンタおよびプロッタ、その他特

殊なプリンタには対応しません。 

■ ア ク テ ィ ブ ウ ェ ー ブ  イ ン タ ラ ク ト 社 製 品 (ecoPrint5 シ リ ー ズ 、 secuPrint5 

Watermark シリーズ、secuPrint5Steganos シリーズ、あら便利！編集印刷)がイ

ンストールされている場合、これらの製品は予めアンインストールしてください。 

■ インク/トナーを削減する常駐型ソフトがインストールされている場合、節約機能が

多重適用される可能性があります。印刷時に「節約しない」など常駐型ソフトの機

能を使用しないで印刷してください。 

■ Windows 8/8.1/10の環境ではデスクトップ アプリとして動作します。 

■ お持ちのプリンタがご使用の環境に対応していない場合、本製品は使用できませ

ん。 
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第2章  インストール 
 

第1節 インストール 
 

インストールをするにはライセンスキーが必要です。事前にご用意ください。 

(ライセンスキーはパッケージ製品の場合、同梱された「お客様控え」に記載されていま

す。ダウンロード版は購入後に配信されるメールをご覧ください。) 

※ インストールは必ず管理者権限で Windows にログオンしてから実行してください。 

※ プリンタの接続と設定をあらかじめ済ませておいてください。 

 

1． 「編集印刷 Pro」のCD-ROMをドライブにセットすると、自動再生のメニューが表示

されますので、「スタート.EXEの実行」を選択してください。メニューが起動しない場

合は、Windowsの「スタート」から「ファイル名を指定して実行」を選択して、「E:\スタ

ート.EXE」と入力して(CDドライブがEの場合)、「OK」をクリックします。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動再生のメニューが表示されない場

合はディスクを参照して「スタート.exe」を

実行します。 
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2． インストール用のメニュー画面が起動します。「インストール」をクリックすると、プログラ

ムのインストーラが起動します。 

 
 

＜メニューの説明＞ 

はじめにお読みください readme.txt を開きます。インストールを開始す

る前に、必ずお読みください。 

インストール 「編集印刷 Pro」のインストールを開始しま

す。 

利用ガイド 今ご覧いただいているドキュメント「あら便利！

編集印刷 Pro 利用ガイド」（PDF）を開き 

ます。 

ユーザー登録 ライフボートのホームページに接続してユーザ

ー登録を開始できます。 

サポート サポートセンターの利用方法や関連情報への

リンクを表示します（次のページを参照）。 

終了 メニュー画面を終了します。 
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「サポート」を選択すると以下のページが表示されます。 

 
 

＜メニューの説明＞ 

サポート情報を表示 ライフボートのホームページを開いて、サポート

センターのご利用に関する情報を表示しま

す。 

サポートセンターご利用の 

手引 

サポートセンターご利用の手引（PDF）を開き

ます。 

最新情報 ライフボートのホームページを開いて、「編集

印刷 Pro」の最新情報を表示します。 

最新のアップデータや FAQ はこちらをご覧くだ

さい。 

Adobe Reader の入手 Adobe Reader が PC にインストールされてい

ない場合にクリックします。 

前へ戻る 前のページへ戻ります。 

終了 メニュー画面を終了します。 
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3． メニューの最初の画面から「インストール」をクリックすると、「編集印刷 Pro」のインス

トーラが起動します。「次へ」をクリックしてください。 

 
 
 

4． 「使用許諾契約」画面が表示されます。内容を確認の上、「使用許諾契約の条

項に同意します」を選択して「次へ」をクリックしてください。 
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5． 「ライセンスキーの入力」画面が表示されますので、ライセンスキーを入力してください。

ハイフンを含めた 29 文字の英数字を半角(大文字)で入力します。 

 
 
 

6． インストール先を選択する画面が表示されます。初期設定のままでよろしければ、

「次へ」をクリックしてください。インストールが開始されます。 

変更する場合は「変更」をクリックしてインストール先を指定してください。 

 

ライセンスキーはパッケージに同梱された「お客様

控え」に記載されています。 
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7． 「インストール」をクリックしてインストールを開始します。 

 
 
 

8． 「完了」をクリックしてインストールを終了します。 

他のアプリケーションから印刷を実行しても「編集印刷 Pro」の起動オプション画面

が表示されない場合は、システムの再起動をお試しください。 

 
 



 第2章 インストール 

 

 < 13 >  

第2節 アンインストール 
 

プログラムのアンインストールを開始する前に、予め管理者権限のあるユーザーで

Windows にログオンしておく必要があります。 

 

1. Windowsの「コントロールパネル」-「プログラムと機能」-「あら便利！編集印刷 Pro」

を選択して「アンインストール」をクリックします。 

 
 

 

2. 「はい」をクリックするとアンインストールを開始します。 
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3. 次のメッセージが表示される場合、再起動が必要となります。すぐに再起動できな

い場合、「キャンセル」を選択してアンインストールを中断してください。 

 
 

 
4. 他のユーザーの設定情報も含めてアンインストールしても問題なければ「はい」をクリッ

クしてください。 

 
 

 
5. 「OK」をクリックしてアンインストールを完了します。 
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第3章  使用方法 
 

第1節 プレビュー画面の起動 
 

「編集印刷 Pro」は、常駐プログラムとなります。アプリケーション(ワープロソフトや画像加

工ソフト等)とOSの印刷インターフェースの間で機能し、アプリケーションの印刷を捕捉し、

加工します。 

インストール後に「編集印刷 Pro」の起動操作をする必要はありません。インストール前

と同様の手順で印刷の操作を行ってください。 

アプリケーションの「印刷」ボタンを押した後に、「編集印刷 Pro」のプレビュー画面が表示

され、プレビュー画面上から編集作業や詳細な印刷オプションを設定します。 

 

「編集印刷 Pro」は常駐型の印刷支援ソフトです。通常は単独で使用しないため、

Windowsの「スタート」からプレビュー画面を起動する必要はありません。 

編集中の作業ファイルや差し込み印刷のひな型等を読み込む場合に「スタート」から

起動することもできます。 

 

起動の手順 

1. 印刷をしたいアプリケーションから印刷の操作を行います（PDF ファイルを印刷する

場合の例）。 
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2. 印刷設定の画面が表示されるので、「印刷」をクリックします。ここで「印刷」をクリッ

クしても印刷はすぐに開始されず、「編集印刷 Pro」の動作オプションとプレビュー

画面が表示されます。 

※ 最初に「編集印刷 Pro」の起動オプションを変更したり、サービスを停止したり 

  している場合には直接印刷が開始されることがあります。 
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3. 動作オプションの設定画面が表示されます。初期設定の状態で「OK」をクリックす

ると、「編集印刷 Pro」のプレビュー画面が起動します。 

 
 

＜動作オプションの設定＞ 

プリンタに直接印刷する 「編集印刷 Pro」を経由せずに直接プリンタに印刷し

ます。 

あら 便利 ！編集 印刷 

Pro を経由して印刷する 

「編集印刷 Pro」を使用して印刷します。「OK」をクリ

ックすると、プレビュー画面(操作画面)が表示されま

す。プレビュー画面上で編集操作をした後に印刷をし

ます。 

印刷時に毎回この画面

を表示する 

印刷操作を行う都度、この画面が表示されます。 

印刷の都度、「編集印刷 Pro」を使用するか確認し

たい場合にチェックを入れておきます。 
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4. 「編集印刷 Pro」のプレビュー画面が表示されます。 

 

プレビュー画面は、上部にツールバーが配置され、下部にページプレビューが表示さ

れます。画面左上部の「印刷」をクリックすると印刷が開始されます。ツールバーの

機能については「第 3 節 ツールバーについて」、および「第 4 章」をご参照ください。 
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第2節 スタートメニュー 
 
「編集印刷 Pro」をインストールすると次の項目が「スタート」に追加されます。 

  
 

＜スタートメニューの説明＞ 

あら便利！編集印

刷 Pro を起動する 

印刷プレビュー画面を起動します。編集印刷データの新規

作成時にはプレビュー画面が自動起動するため、主に保存

済の編集データを開く際に使用します。 

あら便利！編集印

刷 Pro サービスの開

始 

何らかの理由でサービスが停止し「編集印刷 Pro」が無効に

なっている場合は、「スタート」 - 「すべてのプログラム」 - 

「あら便利！編集印刷 Pro」から「あら便利！編集印刷 

Pro サービスの開始」を選択します。 

あら便利！編集印

刷 Pro サービスの停

止 

「編集印刷 Pro」はサービスプログラムです。通常、プログラム

を終了する必要はありません。文書結合や節約など「編集

印刷 Pro」を実行したくない場合には、動作オプション画面

から「プリンタに直接印刷する」を選択してください。「編集印

刷 Pro」を経由しないで、直接プリンタから印刷されます。 

あら便利！編集印

刷 Pro について 

バージョン情報を表示します。 

あら便利！編集印

刷 Pro の動作オプ 

ション 

動作オプションの設定画面を表示します。 

ヘルプファイルの表示 オンラインヘルプを表示します。 

※ 「編集印刷 Pro」の主な設定や印刷

の操作は、プレビュー画面から実行し

ます。 

プレビュー画面は「印刷」操作時に自

動起動するため、通常は「スタート」の

項目を操作する必要はありません。  
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第3節 ツールバーについて 
 
「編集印刷 Pro」の主な設定や印刷の実行は、プレビュー画面上部に配置されたツー

ルバーから行います。 

 
 

＜ツールバーの種類＞ 各項目の詳細設定については「第 4 章」をご参照ください。 

印刷 

 
印刷の実行やプリンタの設定をするためのボタンが配置されています。 

割り付けと 

サムネイル

印刷 
 

割り付け印刷とサムネイル印刷の設定をします。 

ページ 

編集  
ページの削除、白紙の挿入、選択したページの回転をします。 

ヘッダーとフ

ッター  
ヘッダーとフッダーを挿入する場合に設定します。 

地紋 
 

地紋を挿入する場合に設定します。地紋を印刷すると、コピーした文

書の文字が浮き上がるため、コピー牽制の効果を期待できます。 

節約 
 

インク/トナー節約時のプリンタに関する設定をします。節約率を指定

して、プルダウンリストからご利用のプリンタ（インクジェットプリンタ/レーザ

プリンタ）を選択します。節約時にそれぞれに応じた最適なアルゴリズム

で節約処理が行われます。実際に使用したプリンタと異なる場合、印

刷品質や節約効果が低下することがあります。 
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描 画 オ ブ

ジェクト  

 
画像、図形、テキスト等の挿入をするためのボタンを配置しています。 

差し込み印刷をする場合にも描画オブジェクトを利用します。 

表示 
 

プレビューの表示方法を設定します。 

編集イメー

ジ  
編集イメージの保存、読み込みをします。 

その他 
 

 設定を初期状態に戻します。 

 オンラインヘルプを表示します。 

 バージョン情報を表示します。 

 プレビュー画面を終了します。 
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第4節 プレビュー画面の操作 
 
プレビュー画面をマウスやキーボードを使って操作する方法を説明します。 

 

＜画面のスクロール＞ 

プレビュー画面は、縦にスクロールすることでページ送りができます。横 2 ページ以上の表

示を選択している場合、先に横に表示していき、指定ページ表示したら縦に改行して表

示します。スクロールは、スクロールバーの操作のほか、マウスのホイールの回転、右ボタン

を押しながらのドラッグ、および、キーボード操作で行えます。 

 

＜キーボードの操作＞ 

カーソルキー 上下左右に少しずつスクロールします 

Home キー 先頭のページにスクロールします 

End キー 最後のページにスクロールします 

PageUp キー 上に大きくスクロールします 

PageDown キー 下に大きくスクロールします 

Delete キー ページが選択されているとき、選択ページを削除します。 

 

＜マウス操作＞ 

左クリック ページ上でクリックした場合、そのページを選択状態にします。既に

選択状態の場合、選択を解除します。何もないところ (ページの

間) でクリックした場合、すべてのページの選択を解除します。Ctrl 

キーを押していなくても複数選択可能です。 

左ドラッグ ページが選択されている場合、ページの移動モードになります。他の

ページの上に落とした場合には、そのページの位置に、用紙の間の

何もないところに落とした場合には、その位置に挿入されます。ペー

ジの挿入される位置には、ページの上なら黒枠が、用紙の間なら黒

線が表示されますので、目安にしてください。複数ページ選択してい

た場合は、すべてのページがその位置に移動します。 

右クリック 選択されているページがある場合、そのページに対して行える操作 

(削除/白紙の挿入) が選べるポップアップメニューが表示されます。 

右ドラッグ ドラッグした方向へプレビュー内容を動かします。 
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第5節 異なる形式のデータを結合（合成印刷） 
 
ワープロ、表計算から画像まで、異なる形式のデータを 1 ページにまとめて印刷することが

できます。アプリケーション毎に、個々に印刷する手間を省くことができ、合成したデータの

並べ替えや不要ページを削除することも可能です。プレビュー画面を開いた状態にして、

異なるデータを連続して印刷していくと、末尾に結合されていきます。 

以下の例では PDF、ワープロ文書、画像を結合してみます。 

 

1. ドキュメントを開いているアプリケーションから「印刷」を指定して印刷画面を表示後、

「印刷」をクリックします。 

(下記の例では 4 ページの PDF ドキュメントを Adobe Acrobat Reader DC を使用

して開いています。) 
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2. 「編集印刷 Pro」のプレビュー画面が表示されます。 

オプション画面の設定を初期状態のままにしている場合は、「編集印刷 Pro」のオ

プション選択画面(P17 参照)が表示されます。 

 
 

 

3. 割り付け印刷(1枚に2ページ)の設定をして、プレビュー画面の表示数を2ページとし

ました。  

※ このプレビュー画面は閉じないで次の操作(合成したいドキュメントを他のアプリ 

  ケーションから開く)を実行してください。プレビューを閉じた場合、編集内容が失 

  われ、作業をはじめからやり直す必要があります。 

  印刷が完了するか、作業内容を保存するまでプレビュー画面を開いた状態で 

  作業をしてください。 
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4. 前述の PDF ドキュメントに合成したいデータをアプリケーション(下図の例は「一太

郎」を使用)から起動して 3. と同様に印刷の操作をします。 

 
 

 

5. 「編集印刷 Pro」のプレビュー画面に「一太郎」の文書が追加されたことが確認で

きます。 
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6. 不要なページがある場合は、対象ページを選択状態にしてから右クリックして削除

できます(ツールバーの「編集」から削除ボタンを押して削除することもできます)。 

 
 

 

7. 4. の操作と同様に、今度はWindowsフォトビューアーから写真の印刷操作をして、

写真を1点追加しました。このように、プレビュー画面を開いたまま、追加するデータ

を対応アプリケーションから印刷操作することで、様々な種類のデータを合成するこ

とができます。 
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第4章  詳細設定 
 

第1節 印刷の設定 
 
印刷の設定や実行は印刷バー上のボタンから実行します。 

 
 

＜印刷バーの説明＞ 

印刷 プレビュー内容に応じて、通常印刷を行います。ボタンを押すと

すぐ印刷が始まります。 

節約して印刷 プレビュー内容に応じて、トナー/インクを節約して印刷します。ボ

タンを押すとすぐ印刷が始まります。トナー/インク節約には「イン

クジェットプリンタ用」と「レーザプリンタ用」の2つのエンジンがありま

すが、後述の「節約バー」で設定が可能です。 

プリンタ選択リスト 印刷先のプリンタを選択します。プレビュー起動時に、アプリケー

ション側で選択していたプリンタが自動的に選択されますが、後

から変更することも可能です。 

用紙選択リスト 印刷する用紙サイズを選択します。「編集印刷 Pro」では、すべ

てのページを同一の用紙サイズに統一して印刷します。複数の

ページサイズが含まれるドキュメントを印刷した場合や、異なるペ

ージサイズのドキュメント同士を結合した場合、ここで設定した

用紙サイズに拡大または縮小されます。プレビュー起動時には、

アプリ側から送られてきた最初の1ページ目の用紙サイズが自動

的に選択されますが、後から変更することも可能です。 

用紙の向き選択 用紙の向きを設定します。「編集印刷 Pro」 では、すべてのペ

ージを同一の向きに統一して印刷します。縦横混在しているド

キュメントを印刷した場合や、縦横の異なるドキュメント同士を

結合した場合、ここで設定した向きに統一されます。この設定と

異なる向きのページは、自動的に回転されて、印刷面積が最

大になるように調整されます。プレビュー起動時には、アプリ側か

ら送られてきた最初の1ページ目の用紙の向きが自動的に選択

されますが、後から変更することも可能です。 

部数指定 印刷部数を指定します。直接数値入力のほか、上下ボタンで

増減させることも可能です。 
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プロパティ プリンタのプロパティを表示します。印刷バーから直接指定できな

い、カラーモードや両面印刷、その他プリンタ固有設定はここから

設定できます。 

 

 

第2節 割り付けとサムネイル印刷 

 
割り付けとサムネイル印刷は「割り付けバー」から設定します。印刷するデータの種類や、

1 枚あたりの割り付けページ数によって「割り付け印刷」と「サムネイル印刷」のどちらかを

選択します。 

 

【割り付け印刷】 

1枚の用紙に4ページまでのデータを割り付けることができます。主に、文書が中心のデー

タを印刷する場合に選択します。写真等を混在させることもできるので、ある程度の大き

さが必要な場合はこちらを選択することをお勧めします。 

 

＜割り付け印刷の例＞ 

 
 

【サムネイル印刷】 

機能的には割り付け印刷と同様ですが、1 枚の用紙に 32 ページ分までの画像や文書を

レイアウトすることができます。写真のコンタクトプリント（べた焼き）のような印刷をする場

合に適しています。 
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＜サムネイル印刷の例＞ 

 
 

割り付けバー 

 
 

＜割り付けバーの説明＞ 

割り付け/サムネイル

印刷の切り替え 

割り付け印刷または、サムネイル印刷モードに設定します。 

割り付け/サムネイル

印刷ページ数選択 

リスト 

1 ページ (割り付け印刷なし) 、2 ページ、4 ページの割り付

け印刷、および、8 ページ、16 ページ、32 ページのサムネイ

ル印刷から選択可能です。 

ページ番号 

 

割り付け/サムネイル化後のページ番号を挿入する位置を

指定します。なし/左上/中央上/右上/中央左/中央右/

左下/中央下/右下から選択できます。 

境界線 ページ区切り位置を示す線を選択します。なし/境界線/囲

みから選択できます。 

方向 

(割り付け方向) 

4 ページ割り付け印刷または、8/16/32 ページのサムネイル

印刷時、先にどちら方向へページを並べていくかを選択しま

す。横方向または縦方向から選択します。 
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第3節 ページの編集 
 

編集バーから、ページの削除と白紙の挿入が行えます。また、指定のページを左右 90 度

単位で回転させることができます。 

 
 

編集バーの操作はマウスだけで実行することもできます。ページを選択して右クリックする

と、編集バーと同じ操作を選択することができます。また、ページを移動する場合、移動

したいページを選択して移動先へドラッグします。他のページの上に落とした場合には、そ

のページの位置に、用紙の間の何もないところに落とした場合には、直後の用紙の位置

に挿入されます。ページの挿入される位置には、ページの上なら黒枠が、用紙の間なら

黒線が表示されますので、目安にしてください。複数ページ選択していた場合は、すべて

のページがその位置に移動します。 

 

ページを選択後に右クリックして操作 

 
 

ドラッグして移動 
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＜編集バーの説明＞ 

削除 選択しているページを削除します。複数選択されている場合、選択

しているページすべてが削除されます。ページを選択するには、プレ

ビュー上で該当ページを左クリックしてください。そのまま左クリックして

いけば、複数のページを選択可能です。(Ctrl キーを押していなくて

も複数選択可能です) 選択を解除するには、解除したいページを

もう一度クリックしてください。すべての選択を解除するには、何もな

いところを左クリックしてください。この操作は、ツールバーから行う代

わりに、ページを選択後にプレビュー領域で右クリックして出るメニュ

ーからも行えます。削除したページは、表示されないだけでなく、印

刷も行われません。 

白紙の挿入 選択しているページの位置に、白紙ページを挿入します。複数ペー

ジ選択している場合には、一番若い番号のページの位置にのみ挿

入されます。この操作は、ツールバーから行う代わりに、ページを選

択後にプレビュー領域で右クリックして出るメニューからも行えます。 

90 度左回転 指定のページを反時計まわりに 90 度単位で回転させることができ

ます。この操作は、ツールバーから行う代わりに、ページを選択後に

プレビュー領域で右クリックして出るメニューからも行えます。 

90 度右回転 指定のページを時計まわりに 90 度単位で回転させることができま

す。この操作は、ツールバーから行う代わりに、ページを選択後にプ

レビュー領域で右クリックして出るメニューからも行えます。 
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第4節 ヘッダーとフッター 
 

印刷するページにヘッダーとフッターを挿入することができます。

 
「設定」をクリックすると、次の画面が表示されます。 

 
ヘッダーとフッターはそれぞれについて、自由書式で入力することができます。また「挿入」

ボタンを押して「ページ番号」、「総ページ数」、「日付」、「時間」の 4 種類から選択できま

す(選択した内容に対応する特殊文字列が挿入されます)。 

「ページ番号」は印刷ページに応じて置き換わります(割り付け/サムネイル使用時は用紙

単位)。また、位置を「左寄せ」、「中央寄せ」、「右寄せ」に指定することができます。 

 

下の例はヘッダー： 「日付、時刻」、 フッター： 「ページ番号、総ページ数」を「挿入」ボ

タンから選択、フッターの「／」はキーボードから入力しています。 
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フォントについては、ヘッダーとフッター共通の設定です。「フォントの変更」ボタンを押すと、

次のような画面が表示されますので設定します。フォント名とスタイル、サイズ、文字飾り、

色が選択可能です。フォントサイズは、ポイント単位として解釈され、プレビューおよび印

刷に使用されます。 
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第5節 地紋の挿入 
 

印刷したデータをコピー機でコピーすると、「COPY」、「社外秘」等の文字が浮かび上がる

「地紋」を挿入することができます。 

＜地紋挿入前＞              ＜地紋挿入例＞ (コピー機でコピーしたもの) 

 
 

地紋を挿入する場合、「COPY」、「社外秘」、「関係者限」、「CONFIDENTIAL」、「持

ち出し禁止」、「～ 日時 ～」、「コピー」、「転載禁止」、「極秘」、「SAMPLE」の10通り

から選択できます。「～ 日時 ～」を選択した場合、「日時」の部分は印刷日時に置き

換わります。それ以外は、表記通りの内容が印刷されます。 
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＜地紋の詳細設定の説明＞ 

印字文字 印刷する文字を選択します。地紋バーにある設定と同一です。 

色 地紋の色を「黒」、「赤」、「青」から選択します。プリンタによっては特

定の色で印刷ムラが出ることがありますが、その場合、他の色を選

択します。 

濃さ 地紋の濃さを設定します。最適な設定はプリンタごとに異なりますの

で、「地紋サンプル印刷」でお使いのプリンタでの最適値を探してい

ただくようお願いします。 

補正 地紋を挿入して印刷した場合、コピー後に消える部分と、残る部

分の濃さの差を設定するものです。初期設定では一般的なインク

ジェットプリンタに合わせたもの (-6) となっています。「地紋サンプル

印刷」を行い、お使いのプリンタでの最適な数値を探して設定しな

おすようお願いいたします。 

粒度比 地紋を挿入して印刷した場合、コピー後に残る部分の残りやすさを

設定するものです。通常、デフォルトの2のままで問題ありません。

「地紋サンプル印刷」で各種設定を確認してもよい設定が見つから

ない場合には、3や4で「地紋サンプル印刷」を行い、改善するようで

あればその数値を採用してください。 

文字の大きさ 地紋の文字の大きさを「小」、「中」、「大」、「特大」、「自動調整」

から選択します。「自動調整」を選択した場合、用紙いっぱいになる

ように拡大して印刷します。 

文字を白抜き

にする 

チェックされていると、コピー後、文字の内側がコピーされずに白くなる

ように印刷されます。チェックを外すと、文字以外の部分が白くなるよ

うに印刷されます。ほとんどの場合、チェックありの方が良好な結果と

なりますので、チェックありでご使用なさることをお勧めします。 

印刷テスト 現在の設定内容で、地紋のみを印刷します。設定したパラメータの

妥当性を確認するときにご利用ください。 

地紋サンプル

印刷 

設定可能なすべての濃さと補正値の組み合わせのサンプルが6枚

印刷されます。欄外のサンプルをご参照ください。 
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【「地紋サンプル印刷」について】 

「地紋サンプル印刷」ボタンをクリックすると、次のようなシートが 6 ページ印刷されます。印

刷後にこれらをコピー機でコピーしてください。その後、原本とコピーを見比べてください。原

本とコピーでの違いが大きいマスを探します。ほとんどの場合、濃さ 12 周辺にあるかと思

います。複数のマスが該当すると思いますので、その中から、原本で最も文字が目立たな

いマスを候補とします。そのマスの濃さと補正値を確認し、「編集印刷 Pro」の地紋の設

定画面でその値を選択します。その後、「印刷テスト」ボタンで地紋を全面に印刷してみ

て、コピー結果と合わせて妥当かどうかご評価ください。 

 
 

地紋のサンプル印刷では、濃さと補正のみ候補を印刷します。地紋の色と粒度比につい

ては、事前に設定画面の方で設定してくださるようお願いいたします。思ったような印刷

結果が得られない場合には、色や粒度比を変えてみてください。また、インクジェットプリン

タの場合、プリンタのプロパティにある「印刷品質」を変更することで、良好な結果が得ら

れることがあります。多くの場合「きれい」「標準」「はやい」などの選択肢になっていると思

いますので、「きれい」に変更して印刷してみてください。なお、ここで印刷品質を変更して

良好な結果を得た場合、実際に「編集印刷 Pro」から地紋を入れて印刷する際、印

刷バーの「プロパティ」ボタンから、プリンタのプロパティを開き、印刷品質を設定する必要

がありますので、ご注意ください。 
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第6節 インク/トナーの節約 
 

インク/トナーの節約をして印刷する場合の節約率とプリンタの種類を選択します。 

 
 

「節約率」をクリックすると設定用のバーが表示されます。 

 
 

印刷時に (節約して印刷)を選択する場合は正しい設定をしておく必要があります。 

ご利用のプリンタがインクジェットプリンタの場合、「インクジェットプリンタ」を、レーザプリンタ

の場合「レーザプリンタ」を選択してください。節約して印刷時、それぞれに応じた最適な

アルゴリズムで節約処理が行われます。実際に使用したプリンタと異なる場合、印刷品

質が低下したり、節約効果が低下したりすることがあります。 

 

 

第7節 プレビュー画面の表示変更 
 

「表示バー」から、プレビューの表示方法を設定します。 

 
※ プレビュー画面で表示を変更した内容は、印刷結果には反映されません。 

 

＜表示バーの説明＞ 

表示 横に何ページ並べて表示するか選択します。1 /2/ 4/ 6/ 8 ペ

ージ表示から選択できます。全体の概要を把握したり、ページ

順の調整や削除などを行ったりするときには、横ページ数を増や

して表示すると、わかりやすいかと思います。この設定はプレビュ

ー表示のみに影響し、印刷結果には影響しません。 

 



あら便利！編集印刷 Pro 利用ガイド 
  

< 38 >  

拡大率 プレビューの表示倍率です。表示幅に合わせる/ ページ全体を

表示 / 25%～400%から選択できます。この設定はプレビュー表

示のみに影響し、印刷結果には影響しません。 

アンチエイリ 

アス 

ページ内のグラフィクス要素およびテキストをアンチエイリアス表示

します。Adobe Reader などの文字をグラフィクス要素として出力

するアプリケーションで、文字の判読を行いやすいようにします。た

だし、アンチエイリアスを有効にすると、変換処理が入るため読み

込みに時間がかかります。また、画面表示処理自体も重くなりま

すので、操作のレスポンスが悪くなることがあります。必要のない

場合、有効にしないことをお勧めします。この設定はプレビュー表

示のみに影響し、印刷結果には影響しません。 

※ アンチエイリアスについては欄外のサンプルもご参照ください。 

 

アンチエイリアスを有効にしない場合の表示例 

 
 

アンチエイリアスを有効にした場合の表示例 

 
 

※ 写真のプレビューを拡大表示した場合、黒色の部分に白抜けが発生することがあり 

ますが、そのような場合、アンチエイリアスを有効にすると改善できます。 
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第8節 描画オブジェクトの挿入 
 
「編集印刷 Pro」には、割り付け後のデータに画像、テキストボックス等の様々な描画オ

ブジェクトを挿入する編集機能が用意されています。オブジェクトの挿入は描画オブジェク

トのツールバーから実行します。 

 
 

描画オブジェクトを挿入する際は、はじめにオブジェクトを挿入したいページを選択する

必要があります(挿入したいページにカーソルを合わせて左クリックすると、選択されたペ

ージが濃紺色になります)。ページ選択後に挿入する描画オブジェクトボタンをクリック

するか、右クリックでメニューを表示してオブジェクトを挿入します。 

 

 
※ 1 つの描画オブジェクトを複数のページにまたがって 

配置することはできません。 

※ 複数のページを選択した状態でオブジェクトを挿入 

すると、選択したページすべてに同じオブジェクトが追加されます。 

図形やテキストボックスは選択

したページ左上部に挿入されま

す。ドラッグしてページ内の任意

の位置に移動してください。 

右クリックで描画オブジェク

トボタンと同等の挿入メニ

ューを表示できます。 
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＜描画オブジェクトツールバーのボタン＞ 

描画オブジェクトを挿入した後の操作(色やフォントの変更等)については「第11節」(P50)

で解説していますので併せてご参照ください。 

テキストボックス 

 

選択したページにテキストボックスを追加します。 

スタンプ 選択したページにスタンプ (画像ファイル) を追加します。対応画

像形式は、BMP/PNG/JPEG/GIF の4種類になります(※)。

「選択したオブジェクトを名前を付けて保存」で保存されたファイル

の場合、元の位置/座標に追加されます。 

※ 対応形式の画像ファイルをあらかじめご用意ください。 

マスク 選択したページに、既存ドキュメントの一部を隠すマスクオブジェク

トを追加します。マスクオブジェクトは、黒く塗りつぶした状態で追

加されます。4隅の四角をマウスの左ボタンでドラッグすることで、

領域の位置や大きさを変更することができます。個人情報など不

要な部分を隠すのにご利用ください。白など他の色で塗りつぶし

たい場合は、マーカーや四角オブジェクトをご利用ください。 

マーカー 選択したページに、目印としてマーカーを追加します。マーカーは、

黄色で塗りつぶした状態で追加されます。4隅の四角をマウスの

左ボタンでドラッグすることで、領域の位置や大きさを変更すること

ができます。 

フリーハンドで 

線を描画 

 

フリーハンドで線を描画します。選択すると、描画モードになり、マ

ウスカーソルの軌跡に沿って線が描かれます。右クリックをすると線

が確定されます(右クリックするまでに引いたすべての線が、まとめ

て一つのオブジェクトになります)。 

線の描画中には、選択した描画ページの外にマウスカーソルを出

すことはできません。また、画面のスクロールなども行えません。 

直線を追加 

 

選択したページに直線オブジェクトを追加します。 

四角形を追加 

 

選択したページに四角オブジェクトを追加します。 

円形を追加 選択したページに丸オブジェクトを追加します。 
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アイコンを追加 

 

選択したページにアイコンオブジェクトを追加します。 

選択したオブジェ

クトのコピー 

 

現在選択されているオブジェクト(赤枠表示)のみをクリップボード

にコピーします。 

すべてのオブジェ

クトのコピー 

 

現在選択されているオブジェクト(赤枠表示)と同じページにあるす

べてのオブジェクトをクリップボードにコピーします。 

選択したページす

べてに貼付け 

 

選択したページにクリップボードのデータを貼り付けます。対応形

式は3種類です。 

○「編集印刷 Pro」の描画オブジェクト 

○テキストデータ 

テキストデータを貼り付けると、自動的にテキストボックスが 

生成され、その中にテキストデータとして設定されます。 

○ビットマップデータ 

JPEG等も、クリップボードにコピーした場合には、ビットマップ 

形式でコピーされます。 

選択したオブジェ

クトの削除 

 

現在選択されているオブジェクト(赤枠表示)を削除します。このボ

タンを選択する代わりに、Delete キーを押しても削除できます。 

選択したページに

オブジェクトを読

み込む 

 

後述の「オブジェクトを名前を付けて保存」で保存したデータを読

み込みます。対応形式は、*.eeobj のみです。複数のオブジェク

トが1つのファイルに含まれている場合、すべてのオブジェクトが読

み込まれます。選択しているすべてのページに、保存時の座標/

大きさで、読み込んだオブジェクトが追加されます。その座標に既

にオブジェクトがあった場合、右下または左上に少しずらして追加

されます。スタンプオブジェクトを単体で保存した場合、「選択した

ページにスタンプを追加」から読み込んでください。 
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選択したオブジェ

クトに名前を付け

て保存 

 

現在選択されているオブジェクト (赤枠表示) を名前を付けて保

存します。座標や大きさのほか、線の太さやフォント、テキストの

内容など、各オブジェクトの属性すべてが保存されます。スタンプ

オブジェクトの場合には、元画像のファイルの拡張子のままで、そ

れ以外のオブジェクトは *.eeobj の拡張子で保存されます。保

存したデータは、隣の「選択したページに描画オブジェクトを読み

込み」のボタンで読込可能です。 

すべてのオブジェ

クトを名前を付け

て保存 

 

現在選択されているオブジェクト (赤枠表示) と同じページにある

すべてのオブジェクトを１つのファイルに保存します。座標や大きさ

のほか、線の太さやフォント、テキストの内容など、各オブジェクト

の属性すべてが保存されます。各オブジェクトの前後関係も保存

されます。ファイルは、*.eeobjの拡張子で保存されます。保存した

データは、「選択したページに描画オブジェクトを読み込み」のボタ

ンで読込可能です。 

選択したオブジェ

クトのプロパティを

表示 

 

現在選択されているオブジェクト (赤枠表示) のプロパティを表

示します。プロパティから、線の太さや色、文字の大きさやフォント

など、各オブジェクトの属性を変更することができます。 

差し込みデータを

選択する 

 

差し込み印刷を行うためのデータの記述されたCSVファイルを取り

込みます。差し込み印刷について詳しくは、「第10節」の「差し込

み印刷」をご参照ください。 

すべてのオブジェ

クトを強調表示 

 

選択していないオブジェクトに緑枠を表示します。選択中のオブジ

ェクトには赤枠が付きます。オブジェクトがどこにあるかわからなくな

った場合など、このボタンをご利用ください。ボタンを押すたびに、

強調表示あり/なしが切り替わります。 

オブジェクトのみを

印刷 

 

アプリから読み込んだ元文書の部分は印刷せず、追加した描画

オブジェクトのみを印刷します。記入用紙をスキャンして「編集印

刷 Pro」に取り込み、それに合わせて文字を入力、元の記入用

紙に追加印刷する等の用途が考えられます。 
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第9節 編集イメージの保存と読み込み 
 

編集した印刷イメージは、専用形式のファイルで保存できるため、作業途中状態の保存

やひな型の作成にも利用できます。ファイル形式は *.eedeoc となります。 

データの保存と読み込みは編集バーのボタンを使用します。 

 
 

 
 

＜編集バーの説明＞ 

編集イメージを 

開く 

 

保存してある編集イメージ (*.eedoc)を開きます。このボタンから

開いた場合、現在プレビューに表示されているデータは破棄しま

す。描画オブジェクトが保存されていた場合、それも同時に読み

込まれます。また、差し込み印刷の設定がされていた場合、対

応する CSV ファイルも読み込まれます。 

編集イメージを 

追加する 

 

保存してある編集イメージ(*.eedoc)を追加モードで開きます。こ

のボタンから開いた場合、現在表示しているドキュメントの末尾

に、読み込んだデータを追加していきます。描画オブジェクトが含

まれる場合、それも同時に読み込まれます。差し込み印刷の設

定がされている場合、現在のドキュメントに CSV ファイルが読み

込まれていなければ、保存されているドキュメントから CSV ファイ

ルを読み込みます。既にCSVファイルが読み込まれていれば、保

存されているドキュメントの CSV ファイルは読み込みません。これ

により、対応項目が見つからなくなったテキストボックスがある場

合、警告を表示するとともに、CSV の 1 列目の項目に自動的に

置き換えられます。警告が表示された場合、各差し込み設定テ

キストボックスの設定を確認し、必要に応じて変更してください。 
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編集イメージを 

保存する 

 

現在表示しているドキュメントの各ページの文書データ、および、

描画オブジェクトを 1 つのファイルにまとめて保存します。差し込み

設定が行われている場合には、対応する CSV ファイルも同時に

保存されます。また、保存の際、ドキュメントで使用しているフォ

ントを埋め込みフォントとして同時に保存します。これにより、該

当フォントがインストールされていない別の PC でも、ドキュメント

を正しく表示/印刷することが可能です。ただし、テキストボックス

で設定しているフォント、および、ヘッダーとフッターで設定している

フォントについては、使用する文字種が確定できないため、埋め

込みフォント化できません。そのため、これらのフォントはドキュメン

トに保存されません。これらにつきましては、インストールされてい

るフォントを直接使用します。該当するフォントがない場合、

Windows が自動的に判断して、別のフォントで印刷/表示しま

す。必要な場合には、適切なフォントに再設定してください。 

 

※ 保存される編集イメージ(*.eedoc)は「編集印刷 Pro」専用のファイルです。他の 

ソフトから編集イメージを開いたり、編集したりすることはできません。 

※ 編集イメージに含まれる画像ファイルは圧縮されません。JPG 等を貼り付けた編集イ 

メージを保存すると、保存ファイルは元の画像よりかなり大きいサイズとなることがあり

ます。デジカメで撮影した写真等をサムネイルで保存する場合は、PDF プリンタドライ

バを別途ご用意いただき、PDF 形式等で保存することをお勧めいたします。 
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第10節 差し込み印刷 
 

テキストボックスの挿入機能を利用して CSV 形式の表データを読み込むことで、差し込

み印刷をすることができます。 

 
差し込み印刷の手順 

1. 差し込み用の CSV データを用意します。表計算ソフト等を利用して以下のように、

差し込みたい項目と内容の一覧表を作成します。 

 
1 行目は項目名とし、ここでは「名前」、「会社名」、「部署」、「住所」等の項目を

設定します。2 行目以降には実際に印刷する内容を入力していきます。入力が終

わったら、「CSV(カンマ区切り)形式」にてファイルを保存します。 

 
※ 差し込み印刷に使用するデータは必ず CSV 形式で保存してください。 
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2. ワープロや PDF ファイル等から、フォームを差し込む文書の印刷操作を行い、「編集

印刷 Pro」のプレビューに取り込みます。 

 
 

3. 次に、最初に作成した CSV ファイルを読み込みます。描画ツールバーの「差し込み

データを選択する」アイコン   をクリックして、作成した CSV ファイルを選択し

ます。 

 

4. その後、対応する項目のテキストボックスを作成し、差し込み印刷をするように設定

します。まず、会社名のテキストボックスを作成します。 
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テキストボックスの位置と大きさを合わせたら、プロパティを開きます。 

 
 

差し込み印刷を選択できるようになっていますので、チェックを入れて、「会社名」の

項目を選択します。選択すると、下部に「差し込み内容一覧」として、選択項目の

内容の一覧が表示されます。正しいことを確認してから、プロパティを閉じます。 

※ CSV の指定が済んでいない場合、「指定差し込み印刷」をチェックできません。 

  3. の CSV ファイルの読み込みを先に実行してください。 

 

 
プレビュー画面上には、項目名が表示されます。実際に印刷するときには、ここは各

行の内容に置き換わります。 
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5. 同じ手順で、注文書の宛名を差し込む設定をします。 

 
 

6. 項目が作成できたら、実際に印刷です。印刷するときには、取り込んだ CSV の内

容の行数と同じだけの回数、印刷が繰り返されます。今回の例では、10 行分の内

容がありますので、10 回の印刷が繰り返されます。元ドキュメントの方は１ページで

すので、10×1＝10 ページの印刷が行われます。なお、両面印刷が設定されており、

割り付けを加味した結果ドキュメントが奇数ページになる場合、裏面にあたる部分

に空白ページを自動的に追加します。これにより、差し込み印刷の結果が、別の差

し込み印刷の結果の裏面に印刷されてしまうことを防ぎます。印刷ツールバーの「印

刷」または「節約して印刷」を選択すると、対応した方法で印刷を行います。次のよ

うな確認が出ますので、内容を確認して印刷を実行して良ければ、「はい」を選択

してください。 
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元文書のデータを印刷せず、差し込んだテキストのみを印刷したい場合には、「描

画オブジェクト」ツールバーにある「オブジェクトのみを印刷」を選択します。フォーム印

刷済みの既存の用紙を使用する場合には、こちらから印刷してください。 

 

なお、スキャナでスキャンした画像を「編集印刷 Pro」に印刷するなどして、位置決

めの基準にするかと思いますが、「編集印刷 Pro」のプレビューに表示した時点での

取り込み位置ずれ、および、最終的な印刷に使うプリンタの特性などにより、プレビ

ュー画面上の位置とは多少ずれた位置に印刷されることがあります。1 件のみの印

刷でずれ具合を確認し、必要な場合は補正してから印刷してください。 

 

7. 実際に印刷を実行すると、CSV から取り込んだ内容が 10 枚印刷されます。 
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第11節 描画オブジェクト操作について 
 

描画オブジェクトは、ツールバー上のアイコンをクリックすると、はじめに選択されたページの

左上部に挿入されます(フリーハンド描画の始点はユーザーがカーソルで指定します)。挿

入後にマウスドラッグで任意の位置を変更してください。また、各オブジェクトはプロパティ

から詳細な設定をすることができます。 

 

各オブジェクトの詳細 

 

 テキストボックス 
テキストボックスをクリックすると、テキストボックスが選択され、赤枠で囲われた表示になり

ます。4 隅の四角をマウスの左ボタンでドラッグすることで、領域の位置や大きさを変更す

ることができます。また、枠線部分をマウスの左ボタンでドラッグすることで、大きさを変える

ことなく平行移動が可能です。 

 

なお、メモ帳やワープロソフト、ブラウザなどから、テキストデータをコピーしてきて、貼り付け

ることも可能です。保持されるのは文字データのみで、フォントや装飾の情報は失われま

す。テキストデータを貼り付けると、自動的にテキストボックスが生成され、その中にテキス

トデータとして設定されます。 

 

右クリックメニューからプロパティを表示すると、以下のような画面が表示されます。「表示

するテキスト」で追加するテキストを入力していきます。 
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＜テキストボックスの設定内容＞ 

線の色 テキストボックスの枠線の色

を変更します。「色の参照」

を選択すると、以下のような

画面が表示されます。基本

色の中に希望の色がない場

合、「色の作成」をクリックし

好みの色を作成します。 

 

線の種類 テキストボックスの領域を囲う線の種類を選択します。実線/破

線/点線/一点鎖線/二点鎖線から選択できます。 

線の太さ テキストボックスの領域を囲う線の太さを選択します。単位はポイ

ントです。枠線なしの場合、線の太さを 0 ポイントに設定します。 

塗りつぶし チェックすると、ボックスの背景を指定した色で塗りつぶします。チ

ェックしていない場合には、透明になります。塗りつぶす場合に

は、「色の参照」で塗りつぶし色を選択してください。 

フォント 表示に使うフォントを選択します。下向き三角をクリックすると一

覧が表示されますので、そこから選択してください。太字や斜体

などの装飾や、文字色などを設定したい場合には、「フォントの

設定」ボタンから行ってください。 

サイズ フォントのサイズを設定します。「自動」になっている場合には使

用できません。単位はポイントになります。 

自動 フォントサイズを自動設定にする場合にはチェックを入れます。手

動で数値を設定するには、チェックを外します。チェックが入ってい

る場合、現在設定されているテキストボックスの領域内に収まる

範囲で、フォントサイズを最大化します。 

フォントの設定 フォントの詳細設定を行います。フォント名やサイズの他に、太字

や斜体などのスタイル、取り消し線などの装飾、フォントの色もこ

こで設定できます。フォントサイズ自動になっている場合、ここで

の設定は無視されます。 
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表示角度 文字を回転して表示可能です。元文書のページが回転されて

いる場合など、ページの向きに合わせて回転することが可能で

す。90 度単位で回転が行えます。 

文字の配置 テキストボックス内での文字の配置を選択できます。上下左右

中央の位置を指定できます。 

自動折り返し テキストボックスの右端で、テキストを自動折り返しするかどうか

選択します。フォントサイズ自動で、複数行になるのを防ぐ場合

などにご利用ください。 

表示するテキスト 表示/印刷するテキストを編集する画面です。ここに入力したも

のが、テキストボックス内に表示/印刷されます。改行を入れるこ

とも可能です。 

差し込み印刷 差し込み印刷用 CSV ファイルが読み込まれている時のみ、選択

できます。チェックすると、差し込み項目が選択可能になります。

印刷時、選択した項目に次々に置き換わって印刷されます。項

目を選択すると、選択した項目のデータが下に表示されます。 

透明度 オブジェクトの透明度を 0%～100% の間で指定します。数値の

入力のほか、スライダーを動かすことでも設定可能です。なお、

文字部分については、透明度は適用されません。 

 

 

 スタンプオブジェクト 

スタンプオブジェクトをクリックすると、赤枠で囲われた表示になります。4隅の四角をマウス

の左ボタンでドラッグすることで、領域の位置や大きさを変更することができます。なお、元

の画像と同じ縦横比になるようにしか変形できません。また、枠線部分をマウスの左ボタ

ンでドラッグすることで、大きさを変えることなく平行移動が可能です。プロパティを表示す

ると、以下のような画面が表示されます。オブジェクトの透明度を 0% ～100%の間で指

定します。数値の入力のほか、スライダーを動かすことでも設定可能です。 
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 マーカー 

マーカーオブジェクトをクリックすると、赤枠で囲われた表示になります。4隅の四角をマウス

の左ボタンでドラッグすることで、領域の位置や大きさを変更することができます。また、枠

線部分をマウスの左ボタンでドラッグすることで、大きさを変えることなく平行移動が可能

です。プロパティを表示すると、以下のような画面が表示されます。 

 

 

 

＜マーカーの設定内容＞ 

線の色 マーカーオブジェクトの領域を囲う線の色を選択します。「色の参

照」から任意の色に設定してください。 

線の太さ マーカーオブジェクトの領域を囲う線の太さを設定します。単位はポ

イントとなります。枠線なしにしたい場合には、0 ポイントに設定して

ください。 

線の種類 実線/破線/点線/一点鎖線/二点鎖線から選択できます。 

塗りつぶし チェックすると、マーカーオブジェクトの背景を指定した色で塗りつぶし

ます。チェックしていない場合には、透明になります。塗りつぶす場合

には、「色の参照」で塗りつぶし色を選択してください。 

透明度 オブジェクトの透明度を 0% ～100%の間で指定します。数値の入

力のほか、スライダーを動かすことでも設定可能です。 
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 フリーハンドオブジェクト 

フリーハンドオブジェクトをクリックすると、赤枠で囲われた表示になります。4隅の四角をマ

ウスの左ボタンでドラッグすることで、領域の位置や大きさを変更することができます。また、

枠線部分をマウスの左ボタンでドラッグすることで、大きさを変えることなく平行移動が可

能です。プロパティを表示すると、以下のような画面が表示されます。 

  

 

＜フリーハンドオブジェクトの設定内容＞ 

線の色 線の色を選択します。「色の参照」から任意の色に設定します。 

線の太さ 線の太さを設定します。単位はポイントとなります。 

線の種類 実線/破線/点線/一点鎖線/二点鎖線から選択できます。 

透明度 描画した線の透明度を 0% ～100%の間で指定します。数値入力

の他、スライダーを動かすことでも設定可能です。 

 

 

 マスクオブジェクト 
マスクオブジェクトをクリックすると、赤枠で囲われた表示になります。4隅の四角をマウスの

左ボタンでドラッグすることで、領域の位置や大きさを変更することができます。また、枠線

部分をマウスの左ボタンでドラッグすることで、大きさを変えることなく平行移動が可能です。 

マスクオブジェクトに「プロパティ」の画面はありません。 
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 直線オブジェクト 

直線オブジェクトをクリックすると、直線オブジェクトが選択され、赤線と両端の四角でハイ

ライトされた表示になります。両端の四角をマウスの左ボタンでドラッグすることで、線の位

置や向き、長さを変更することができます。なお、追加直後の状態で左上の四角が始点、

右下の四角が終点として扱われます。また、赤線部分をマウスの左ボタンでドラッグするこ

とで、長さや向きを変えることなく平行移動が可能です。プロパティを表示すると、以下の

ような画面が表示されます。 

 

 

 

＜直線オブジェクトの設定内容＞ 

線の色 直線の色を選択します。「色の参照」から任意の色に設定します。 

線の太さ 線の太さを設定します。単位はポイントとなります。矢印などの装飾

を付けた場合、線の太さに依存して大きさが変化します。 

線の種類 実線/破線/点線/一点鎖線/二点鎖線から選択できます。 

始点形状 始点の形状を選択します。フラット/四角/丸/三角/四角アンカー/

丸アンカー/ダイヤアンカー/小矢印/中矢印/大矢印から選択可能

です。 

終点形状 終点の形状を選択します。フラット/四角/丸/三角/四角アンカー/

丸アンカー/ダイヤアンカー/小矢印/中矢印/大矢印から選択可能

です。 

透明度 描画した線の透明度を 0% ～100%の間で指定します。数値入力

の他、スライダーを動かすことでも設定可能です。 
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 四角オブジェクト 

四角オブジェクトをクリックすると、四角オブジェクトが選択され、赤枠で囲われた表示にな

ります。４隅の四角をマウスの左ボタンでドラッグすることで、領域の位置や大きさを変更

することができます。また、枠線部分をマウスの左ボタンでドラッグすることで、大きさを変え

ることなく平行移動が可能です。プロパティを表示すると、以下のような画面が表示され

ます。 

 

 

 

＜四角オブジェクトの設定内容＞ 

線の色 四角オブジェクトの領域を囲う線の色を選択します。「色の参照」か

ら任意の色に設定してください。 

線の太さ 四角オブジェクトの領域を囲う線の太さを設定します。単位はポイ

ントとなります。枠線なしの場合には、0 ポイントに設定します。 

線の種類 実線/破線/点線/一点鎖線/二点鎖線から選択できます。 

塗りつぶし チェックすると、四角オブジェクトの背景を指定した色で塗りつぶしま

す。チェックしていない場合には、透明になります。塗りつぶす場合に

は、「色の参照」で塗りつぶし色を選択してください。 

透明度 描画した線の透明度を 0% ～100%の間で指定します。数値入力

の他、スライダーを動かすことでも設定可能です。 
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 丸オブジェクト 

丸オブジェクトをクリックすると、丸オブジェクトが選択され、赤枠で囲われた表示になりま

す。4隅の四角をマウスの左ボタンでドラッグすることで、領域の位置や大きさを変更する

ことができます。また、枠線部分をマウスの左ボタンでドラッグすることで、大きさを変えるこ

となく平行移動が可能です。実際の丸は、枠線に内接する位置に表示/印刷されます。

プロパティを表示すると、以下のような画面が表示されます。 

 

 

 

＜丸オブジェクトの設定内容＞ 

線の色 丸オブジェクトの領域を囲う線の色を選択します。「色の参照」から任

意の色に設定してください。 

線の太さ 丸オブジェクトの領域を囲う線の太さを設定します。単位はポイントと

なります。枠線なしにしたい場合には、0 ポイントに設定してください。 

線の種類 実線/破線/点線/一点鎖線/二点鎖線から選択できます。 

塗りつぶし チェックすると、丸オブジェクトの背景を指定した色で塗りつぶします。

チェックしていない場合には、透明になります。塗りつぶす場合には、

「色の参照」で塗りつぶし色を選択してください。 

透明度 描画した線の透明度を 0% ～100%の間で指定します。数値入力の

他、スライダーを動かすことでも設定可能です。 
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 アイコンオブジェクト 

アイコンオブジェクトをクリックすると、赤枠で囲われた表示になります。4隅の四角をマウス

の左ボタンでドラッグすることで、領域の位置や大きさを変更することができます。なお、元

のアイコン画像と同じ縦横比になるようにしか変形できません。また、枠線部分をマウスの

左ボタンでドラッグすることで、大きさを変えることなく平行移動が可能です。プロパティを

表示すると、以下のような画面が表示されます。 

  

 

＜アイコンオブジェクトの設定内容＞ 

アイコンの色 アイコンの色を設定します。「色の参照」から、任意の色に設定して

ください。 

アイコンの種類 表示するアイコンの形状を変更します。チェックマーク/丸/黒丸/バ

ツ/三角/黒三角/四角/黒四角から選択可能です。 

 

表示角度 アイコンを表示/印刷する向きを変更します。90 度単位で変更可

能です。 
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第5章  その他 
 

第1節 よくある質問(FAQ) 
 

ライフボートのホームページ ( http://www.lifeboat.jp ) にて「編集印刷 Pro」の便利な

利用方法や、よくある質問と回答を公開しております。 

 

ホームページトップの上部にある「FAQ」をクリックし、「あら便利！編集印刷」をお選びくだ

さい。 

 

第2節 Windows 8 /8.1 で使用する場合 
 

Windows 8 /8.1 の環境では、「編集印刷 Pro」はデスクトップ アプリとして動作します。

Windows Modern UI Style に対応したアプリケーションから印刷をする場合は、デスクトッ

プ画面に移動する必要があります。 

 

 

※ Windows Modern UI Style に非対応のアプリケーションから印刷する場合は以下の 

操作は必要ありません。 

 

地図を例に操作してみます。 

1. 「スタート」から地図を開きます。 

 
 



あら便利！編集印刷 Pro 利用ガイド 
  

< 60 >  

2. マウスポインタを画面右下に移動し、「デバイス」-「印刷」選択します。 

 
 

 

3. 使用するプリンタを選択します。 

 
 

 

4. 印刷を選択します。 
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5. メッセージが表示されるので、クリックしてデスクトップへ移動してください。 

※ 操作前にメッセージが消えた場合は「スタート」からデスクトップへ移動します。 

 
 

 

6. オプション画面の設定を初期状態のままにしている場合はオプション設定画面が表

示されます。「印刷」をクリックしてください。 

 
 

7. プレビュー画面が表示されます。割り付け等の完了後に「印刷」ボタンをクリックする

と、印刷を開始できます。 

 
 



 

 

使用許諾契約書 

当製品をご使用前に、下記のライセンス契約書を必ずお読みください。本使用許諾契約書（以下「本契約」と

いいます）は、下記に示されたライフボート ソフトウェア製品（以下「ソフトウェア製品」といいます）に関してお客様

（以下「甲」といいます）と株式会社ライフボート（以下「乙」といいます）との間に締結される契約書です。ソフトウ

ェア製品を開封、インストール、複製、または使用することによって、お客様は本契約の条項に同意し、契約が

成立したものとします。本契約の条項に同意されない場合、株式会社ライフボートは、お客様にソフトウェア製品

のインストール、使用または複製のいずれも許諾できませんので、予めご了承ください。 

 

第 1 条 定義 

1. ソフトウェア製品 

本契約に基づき、乙が甲に提供するプログラム

および関連資料を包括していい、改良版のソフ

トウェア製品が提供された場合には、当該改良

版のソフトウェア製品をいう。 

2. プログラム 

機械読取可能な形式で提供されるデ－タ処理

プログラムをいう。 

3. 関連資料 

プログラム以外の資料で、乙がプログラムの使用

に関連して提供する、乙指定の資料をいう。 

第 2 条 契約の目的 

乙は甲に対しソフトウェア製品を非独占的に使用

する譲渡不能な権利を許諾する。 

第 3 条 契約期間 

本契約は、本契約成立時から、甲または乙が本契

約に従い解約するまで存続する。 

第 4 条 使用権 

1. 甲は、プログラムを1ライセンスに付き1台のコンピ

ュータで使用することができる。また、印刷物の

形で提供されたソフトウェア製品を本契約の目

的に従って使用することができる。 

2. 甲は、本契約に基づく使用権につき再使用権を

設定し、またはソフトウェア製品もしくはその複製

物を第三者に譲渡、転貸もしくは占有の移転を

してはならない。ただし、甲の管理の下で甲のた

めにソフトウェア製品を第三者に使用させる場合

はこの限りでなく、甲の使用とみなすものとする。 

3. 甲がマルチライセンスパックを購入した場合、本

契約以外の書面（パッケージ等）において指定さ

れる許諾数だけのコンピュータにインストールでき

る。 

 

 

第 5 条 複製権 

甲は、ソフトウェア製品の一部または全部をバックア

ップコピー作成のためにのみ、複製及び複写するこ

とができる。甲は上記の目的以外のために、ソフト

ウェア製品の一部または全部を、メディアを問わず、

転写、複製または複写してはならない。 

第 6 条 危険負担 

納入前に生じたソフトウェア製品および記録媒体の

喪失または損傷は、甲の責に帰すべきものを除き

乙の負担とし、納入以後に生じたこれらの損害は

乙の責に帰すべきものを除き甲の負担とする。 

第 7 条 保証 

1. ソフトウェア製品の媒体及び関連資料に、物理

的欠陥がある場合、甲がソフトウェア製品を購

入してから90日間に限り、無償で乙より交換を

受けることができる。 

2. 乙は、ソフトウェア製品が甲の特定の使用目的

に適合することを保証するものではない。また、

前項において明示する場合を除き、本ソフトウェ

ア及びサポートサービスに関して一切の保証を

行わないものとする 

3. 前各項の定めは、本契約に基づく法律上の瑕

疵担保責任を含む、乙の保証責任のすべてを

指定したものとする。 

第 8 条 乙の責任および責任の制限 

1. プログラムの不稼働を含む稼働不良のすべての

場合において、乙の責任は誤りの訂正に合理

的努力を尽すことに限られるものとする。 

2. 法律上の請求の原因の種類を問わず、乙は、

法律上許容される最大限において、本ソフトウェ

ア製品の使用もしくは使用不能、サポートサービ

スの提供もしくは提供不能またはその他本契約

書に関して生じる特別損害、付随的損害、間

接損害、派生的損害、またはその他の一切の 
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損害 (逸失利益、機密情報もしくはその他の情

報の喪失、事業の中断、人身傷害、プライバシ

ーの喪失、誠実義務または合理的な注意義務

を含めた義務の不履行、過失、またはその他の

金銭的損失を含むがこれらに限定されない) に

関しては、乙の過誤、不法行為（過失を含む）、

無過失責任、契約違反または保証違反の場

合であっても、一切責任を負わないものとする。

たとえ、乙がこのような損害の可能性について知

らされていた場合でも同様である。 

3. 本ソフトウェア又はサポートサービスに起因して、

甲、もしくはその他の第三者に生じた結果的損

害、付随的損害及び逸失利益に関して、乙は

一切の責任を負わないものとする。本契約のも

とで、理由の如何を問わず、乙が甲、又はその

他の第三者に対して負担する責任の総額は、

損害の原因となった本ソフトウェアに対して本契

約のもとで甲が実際に乙へ支払った対価の１０

０％を上限とする。 

第 9 条 著作権等の侵害に関する損害賠償責任 

1. ソフトウェア製品の使用が、第三者の著作権ま

たは工業所有権等の知的所有権を侵害したと

いう理由で、甲が第三者より請求を受けた場合

には、甲が次の各号所定のすべての要件を満た

す場合には、乙の責任と費用負担で、当該請

求を処理解決するものとし、甲に一切の損害を

及ぼさないものとする。 

(1) 甲が第三者から請求を受けた日から速

やかに、乙に対し請求の事実および内容

を通知すること。 

(2) 甲が第三者との交渉または訴訟の遂行に

関し、乙に実質的な参加の機会および決

定の権限を与え、ならびに必要な援助を

すること。 

2. 乙は、甲が次の各号の一に該当する場合には、

甲に対し前項所定の責任を負わない。 

(1) 甲が乙提供以外のプログラムと組合わせ

て使用したことに起因するとき。 

(2) 甲が本契約に違反してソフトウェア製品を

使用したことに起因するとき。 

第 10 条 ソフトウェア製品の変更または改作 

甲は、自己の使用のため、必要な場合を除き「乙

の許可なく」ソフトウェア製品を変更、または改作し

てはならない。 

第 11 条 解約および解除 

1. 甲は、乙に30日前の書面による通知をして、任

意に解約することができる。 

2. 甲または乙は、相手方に次の各号に掲げる事

由の一が生じたときには、なんらの催告なしに直

ちに本契約を解除することができる。 

(1) 支払いの停止または破産、和議開始、会

社更正手続開始、会社整理開始もしく

は特別清算開始の申立があったとき。 

(2) 手形交換所の停止処分をうけたとき。 

3. 甲または乙は、本契約に違反すること等相手方

の債務不履行が相当期間を定めてした催告後

も是正されないときは、本契約を解除することが

できる。 

4. 前各項の適用によりソフトウェア製品の使用権

が消滅した場合には、甲は返還または破棄の

手続きを行うものとする。 

第 12 条 ソフトウェア製品の返還または破棄 

1. 甲は、使用権の消滅後2週間以内にソフトウェ

ア製品およびすべての複製物（変更または改作

されたものを含む）を、乙に返還しまたは破棄す

るものとする。 

2. 甲は、前項による返還または破棄と同時に、前

項所定の事実を証明する書類を乙に提出する。 

第 13 条 合意管轄 

本契約に関し訴訟の必要が生じた場合には、乙

本店所在地を管轄する裁判所を専属管轄裁判

所とする。 

第 14 条 協議 

本契約に関して疑義が生じた場合には、両当事

者は信義誠実の原則に従い協議するものとする。 

 

 

 
本契約に関して不明な点がございましたら、下記宛てに書面にてご連絡いただくよう申し上げます。 

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 2-2-34  株式会社ライフボート 
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